
平成２４年度 「大学間連携共同教育推進事業」 選定取組 

取組名称：時代が求める新たな教養教育の京都三大学共同（モデル）推進事業 

取組大学：京都府立大学（代表校）、京都工芸繊維大学、京都府立医科大学 

 社会の枠組みの急激な変化や東日本大震災・原子力発電所の事故により、人間の生き方、あり方もその根幹から見直しを迫られている。 
 そのような時代の転換点にいるという認識を踏まえ、京都工芸繊維大学、京都府立大学、京都府立医科大学の国公立三大学は、本事業を活用して教養
教育の共同化を行うことにより、「新しい時代の要請に応じた教養教育カリキュラム」の完成を目指す。そして、それぞれの大学の特徴・強みを生かし
たカリキュラムを提供することにより、学生の多様な関心・教育要求に応え、総合的に物事を観察し的確に判断できる能力と豊かな人間性の涵養を図る。 
 実施に当たっては、「三大学教養教育研究・推進機構」を設置し、「学部、大学の垣根を超えた学際的科目」の研究・開発や教育課程の改革サイクル
の確立・学修の質の保証を図る。 
 さらに、「現代の大学教育において求められる教養教育」についての提言を行うなど、社会への発信を行う。 

京都三大学 教養教育共同化による「新しい時代の要請に応じた教養教育」の実践 

 地球環境の危機や一地域の変化が全世界の人々に影響
を与えるほどのグローバル化の進展により、社会全体の
枠組みが大きくかつ急激に変化している。 
 加えて、東日本大震災は多くの尊い命を奪い、生活や
産業に深刻な打撃を与えるとともに、それに併発した原
子力発電所の事故は暮らしとエネルギーの問題を投げか
けるなど、国民全体が幸福感や社会関係のあり方を深く
問い直す状況が広がっている。 
 また一方、被災地では、住民同士の助け合いや国内外
からのボランティアによる救援・復興活動が展開されて
おり、「人を思いやる心」や「人と人との絆の大切さ」
が再認識されている。 

 

背景 

 国公立三大学の教養教育カリキュラムを「共同化」し、
それぞれの大学の特徴・強みを生かした質の高い、「新
しい時代の要請に応じた教養教育」を実施する。 

取組コンセプト 

①異なる価値観や視点を持つ他者と協働する力としての 
 コミュニケーション能力及び相手を思いやる心 
②自ら問題を発見し、それにコミットするとともに、 
 「正解」の存在しない問題についても、学際的な視点 
 に立ち、多様な見解を持つ他者との対話を通して自身 
 の考えを深め、解決に向かって行動する能力 
③グローバルな局面で、文化や言語を異にする他者と交 
 流し協働する能力 

人材養成の目標 

京都工芸繊維大学 京都府立医科大学 

京都府立大学 

教 養 教 育 共 同 化 

京都三大学教養教育研究・推進機構 

リベラルアーツセンター 教育ＩＲセンター 

企画・実践機能 質保証機能 

教育の改革サイクル 

教育内容・方法の開発／ 
・教育理念の深化・構築 
・「新しい時代の要請に応じたリベラルアーツ科目」や 
 「学部、大学の垣根を超えた学際的科目」の企画実施 
・専門教育や大学院でのリベラルアーツ科目の実施検討 
・講演会・研究会、フォーラムの開催 
・提言（現代の大学教育において求められる教養教育に 
 ついて） 

    質保証システムの研究開発／ 
・ＩＲ調査・分析 
・教育データの分析 
・調査分析手法、相互比較評価のための指標開発 
・ポートフォリオの作成・アドバイザー制の検討 
・多元的な成績評価の検討 
・カリキュラムの体系化（ナンバリングなど） 

研究成果のフィードバック／ 
・ＦＤの企画・実施（教育手法の向上等） 

取組の成果を「京都モデル」として全国の大学へ発信 
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実践例 

・共同化授業科目の実施 
・「京都学」、「人間学」など３大学の特徴を生 
 かした学際的科目の開講 
・相手を思いやる心を高めることに特化した心理 
 学、コミュニケーション論等の科目の開講 

「広義の教養」を学ぶ
教養講座・講演の実施
（一般府民にも公開） 

地域の団体・機関と連
携した「異分野・地域
連携教育」の実施 

ノーベル賞受賞者など
世界的権威による学生
向け講演会の実施 


